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高知大学教職大学院 森有希 教授より
子どもの思考を段階的に深めるイメージ図

教材研究会では、森教授より主題に迫るための工夫として、
下記の「探究のピラミッド」のように、中心発問から「問い
返しの発問」「揺さぶりの発問」を重ねることで子どもの思
考を段階的に深める手立てが示されました。
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【主題名】友だちを大切に
（光村図書 ４年）

「考え、議論する道徳」の授業づくりをめざして
〜道徳科における、「主体的・対話的で深い学び」の実現へ向けて〜

１．「考え、議論する道徳」の授業（主体的・対話的で深い学び）に向けて

引き出したい児童生徒の考えを具体的に想定することで・・・
・「最後に引き出したい児童生徒の考え」が明確であれば、それを引き出すために、「ど
んな発問や問い返し、揺さぶりをすれば良いのか」など手立てや発問をより具体的に考
えることができる。

・ねらいがぶれにくくなる。
・授業後には、「引き出したい児童生徒の考え」が記述や発言に現れていたか検証するこ
とで、授業改善を図っていくことができる。

子ども達の主体的・対話的な学びにつながる活動例
本時でいうと…「友達から良いところを見つけてもらう」

他にも…

◯討論◯役割演技、ロールプレイ◯問題解決的な学習

子どもの思考の流れを意識し学びを深める４Step

自分をさらに輝かせるにはどうすればよいだろう？

【主題名】自己を見つめる
【教材名】「自分」ってなんだろう （日本文教出版 ２年）

内容項目【 向上心、個性の伸長 】 いの町立伊野中学校

【本時のねらい】
今の自分や他者の意見などあらゆる角度から自己を見つめ、自分らしく生きるために大切な

ことを話し合う活動を通して、自分の良さと弱さに向き合う大切さに気づき、よりよく生きる
ための実践意欲と態度を育む。
【指導の要点】
自己を見つめ、長所も短所も自分であると理解し、かけがえのない自己を肯定的に捉え、自

己についての理解を深める。
【主題に関わる児童生徒の実態】
i-check の質問項目「自分には良いところがある」の iスコアは、全国 iスコアとほぼ同じで

ある。様々な行事を通して、集団を動かすことができるリーダーが現れだしている。しかし、
まだ自分から行動できなかったり、他者のために行動することができなかったりする生徒が多
い。理由としては、自分に自信を持つことができていないため、行動に移すことができないの
ではないかと考えられる。

【授業を通して引き出したい児童生徒の考え】
・これまでは、自分の良さに気づけていなかったが、友だちが教えてくれたことで自信が
ついた。このよさを生かして自分らしく生きていきたい。

・これまでは、○○の部分が自分の弱さだと思って嫌だったが、みんなの意見を聞いてそ
れも自分らしさなんだと思った。自分の弱さも受け入れてこれからも生活していきたい
と思った。

・自分らしく行動することは不安であるが、友達と認め合って理解し合えば、自分を出す
ことが怖くないかもしれないと思った。

主体的・対話的

活動的な場面の設定

主体的・対話的な活動を行うために、
・生徒が意欲的に活動できる学習展開の工夫をする
・生徒同士が対話する場面を意図的に設定し、多面的・多角的に考える

深い学び 深い学びへつなげるために、教師が「問い返し」や「揺さぶ
り」の発問を意図的に行い、段階的に価値を深めていきます。
ここで大切なことは、問いの乱発をせず意図的に価値を深める
ことです。子どもの思考の流れを想定しながら発問を精選し、
意図的に子ども達の考えを深めていくことが大切です。

本時の中心発問：自分をさらに輝かせるには
どうすればよいだろう？

・弱い自分も受け入れる（問い返し例）

→自分の嫌なところなのに、簡単に受け入れられるかな？

構造的な板書
(3年団公開授業)

対話的な活動の充実

組織的な取組

４．伊野中学校の取組

動 主に学習過程の前半部分
教師主導ではなく、子供たちが能動的に活動する場面
〈主体的・対話的な学びへ〉

討論や役割演技などの活動時間を確保するため
に、発問を精選し、子ども達がしっかりと考える
時間を確保することが大切です

３．深い学びへ向かうための働きかけ～中心発問からの問い返しや揺さぶり～

日々の授業の積み上げ
〈友達の考えと、自分の考えを比べながら聞く〉

授業者だけに任せず、学年団で協力し、
本時の授業をつくりあげた

２．「主体的・対話的で深い学び」への挑戦～「○動と○静の授業」の提案～

静 主に学習過程の後半部分 教師主導で、内容項目について、じっくりと考える場面〈深い学びへ〉

日々の授業では、ローテーション道徳を
取り入れ、学年団全員で道徳の授業に関
わり、授業力の向上を図った

生徒の思考の流れを構造的に板
書し、価値の深まりが視覚的に
捉えられるよう工夫した

本時での活動

・自分の弱いところ、良いところを考える

・友達から良いところを見つけてもらう

・みんなの前の自分、家族の前の自分について考える

本時の板書

授業研究会の事後協議では、教材研究会の森教授の手法を用いて、各グループごとに、中心発問から、どのような「問い返しの発問」や
「揺さぶりの発問」を行い、引き出したい児童生徒の考えまで迫っていくのか考える演習を行いました。


